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Ⅰ 研究目的

学校における不登校をはじめとする学校不適応の問題は、人間関係の希薄化に起因するものが多

い。このような問題の解決に向けては、日々の教育活動において、人間関係を深める教育相談をす

べての児童を対象として位置付けることが必要である。

しかし、学校における教育相談は、学校不適応児童への個別の対応が中心となっており、児童の

人間関係を深める教育相談が意図的・計画的に進められているとは言い難い状況にある。

このような状況を解決するためには、児童の人間関係の適応性を高めるような教育相談を推進し

ていくことが重要である。そのため、児童が互いに働きかけ合い認め合うような集団体験活動を、

日々の教育活動に効果的に取り入れていく必要があると考える。

そこで、この研究は、児童の人間関係に関する意識と実態の問題点と課題を把握し、集団体験活

動をとおして人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方を明らかにし、学校にお

ける教育相談の充実に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

小学校高学年において、児童が互いに働きかけ合い認め合うような集団体験活動を意図的・計画

的に取り入れ指導・援助していけば、自分のよさを他者や集団のために発揮しようとする児童が育

つであろう。

Ⅲ 研究の年次計画

この研究は、平成17年度から平成18年度のわたる２年次研究である。

第１年次（平成17年度）

児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方についての基本的な考え方

の検討、基本構想の立案、実態調査及び分析・考察、指導・援助試案の作成

第２年次（平成18年度）

指導・援助試案に基づく実践プログラムの作成、実践、仮説の検証、研究のまとめ

Ⅳ 本年度の研究の内容と方法

１ 研究の目標

小学校高学年における児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方につ

いての基本的な考え方を検討し基本構想を立案するとともに、児童の実態調査の分析・考察を基

にしながら指導・援助試案を作成する。

２ 研究の内容と方法

(1) 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方についての基本的な考え

方の検討（文献法）

(2) 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方についての基本構想の立

案（文献法）

(3) 児童の人間関係の適応性に関する実態調査及び分析・考察（調査法）

(4) 集団体験活動をとおして児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談について

の指導・ 援助試案の作成（文献法、調査法）
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３ 研究協力校

花巻市立花巻小学校

Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての基本的な考え方

(1) これまでの研究との関連

今日の学校における教育相談では、学校不適応の問題に対して、不適応行動が顕在化してい

る児童への個別の治療的教育相談だけではなく、不適応行動を未然に防ぎ、すべての児童を対

象として児童の個性・特性をさらに伸ばし集団への適応性を高める予防的・開発的教育相談の

重要性が高まってきている。

岩手県立総合教育センター教育相談室では、予防的・開発的教育相談の在り方に関して、平

成13年度より継続的に研究実践を積み重ねてきた。

「小学校における児童の集団適応力を育むことに関する研究（平成13－14年度 」において）

は、小学校高学年を対象として、集団適応力を「学級集団内において、個と個、個と集団の相

互の人間関係を形成し、維持することができる力」ととらえ、構成的グループ・エンカウンタ

ー（以下ＳＧＥ）やソーシャル・スキル・トレーニング(以下ＳＳＴ)の手法を取り入れた集団

体験活動を朝・帰りの会や学級活動の時間に取り入れて実践し、その有効性を明らかにした。

また 「小学校における児童の人間関係能力を育てることに関する研究（平成15－16年度 」、 ）

においては、小学校中学年を対象として、児童の人間関係能力を「互いに働きかけ、自他の違

いやよさに気付き、自分も相手も大切にしようとすること」ととらえ、朝・帰りの会や学級活

動を中心に、音楽や体育、図工、国語等の教科にも広げてＳＧＥやＳＳＴの手法を取り入れ、

、 。主として一対一のかかわり合いを重視した集団体験活動を実践し その有効性を明らかにした

これらの研究から、児童の豊かな人間関係をさらに育むためには、教科や行事等での集団体

験活動の取組を広く検討し、日常的に継続して展開することの必要性が挙げられた。

そこで、本研究では、小グループを中心とした集団体験活動を教科や総合的な学習の時間、

道徳、特別活動の中に意図的・計画的に取り入れられるような指導・援助の実践プログラムを

作成し、小学校における人間関係の適応性を高める予防的・開発的な教育相談の在り方を明ら

かにしたいと考える。また、研究の対象は高学年児童とする。この時期は前思春期といわれ、

発達的に人間関係上の不安や悩みを抱えやすい時期であることや、不登校生徒数が中学校１年

時に急増する問題において、小学校段階からの人間関係に関する指導・援助の充実が求められ

ているからである。

(2) 児童の人間関係の適応性についての基本的な考え方

児童をとりまく状況を見ると、少子化、核家族化、都市化等の社会構造の変化や、ゲーム機

器やインターネット等通信機器の普及に伴う遊びの質的変化などにより、児童が他者とのかか

わり合いを学ぶ機会は、家庭でも地域でも大幅に減ってきている。その結果、発達段階に応じ

た児童の人間関係の適応性は育まれにくい状況であると考える。

また、前思春期は、二次性徴に伴う急激な身体的変化に対する不安や、親からの独立欲求が

増す一方で、それまで全面的に依存してきた親から心理的に離れることへの不安が強くなり、

悩みを抱えやすい時期である。これらの自立への不安や悩みは、友達と受容・共感し合いなが

ら結びつきを強めることによって軽減したり癒されたりする。これらのことから、児童がこの



- 3 -

時期に親密な友達関係を築くことは発達上とても重要なことである。

、 、 、「 」しかし 児童の中には 親密な友達関係を築きたいと望みながらも 気の合う友達がいない

「友達が自分の悪口を言っている気がする」等と強い悩みや不安を抱え、進んでかかわりがもて

ず、親密な関係を築けない児童が少なくない。このことは児童が学校生活において居場所を失う

など不適応感を抱く大きな要因となっていると考える。

これらのことから、児童一人一人の人間関係の適応性を高めることは、学校不適応の問題を予

防するとともに、児童の個性・特性をさらに伸ばし社会性を育むために必要不可欠であると考え

る。本研究では、人間関係の適応性を「児童が集団の中で、進んで他者と適切な関係を作り維持

する態度」とし、人間関係の適応性が高まった児童の姿を「自分のよさを他者や集団のために発

揮しようとする児童」ととらえた。

(3) 高学年において集団体験活動を取り入れる意義

児童の人間関係の適応性を高めるためには、他者とかかわる上で心理的な土台となる自己肯定

感を育むことが重要である。自己肯定感とは、自分を価値ある存在と肯定的にとらえる感情であ

り、他者から受容され認められることで高められる。前思春期の児童にとって、重要な他者であ

る友達から認められながら、自分が友達や集団の役に立ったと実感できる活動を積み重ね、自己

肯定感を育むことが、人間関係の適応性を高めるためには不可欠であると考える。

本研究では、集団体験活動を「集団の中で働きかけ合い認め合いながら、共に成長することを

めざす活動」ととらえた。

これまでも、さまざまな学習場面で集団体験活動が取り入れられてきたが、リーダー的な児童

、 。が固定化したり 自己表現が苦手な児童は受け身になって周りに依存したりする傾向が見られた

また、評価の場面では、自己評価やグループ全体としての総括的な評価に比べて相互評価を行う

場面が少ないなどの課題があった。

そこで本研究では、グループ目標を共有したり一人一人の役割を明確にしたりすることによっ

て、集団の一員としての自覚と取組の場をもたせ、進んで活動したり自分の考えを伝えたりでき

るようにする。また、活動をふり返る場では、 ｢友達一人一人の思いやよさに気付き、認め合う

こと｣を中心とした肯定的な相互評価を重視し、活動の中に効果的に位置付けていきたいと考え

る。

児童は、自分の思いや考えを伝えながら役割を果たし、それらを友達から認められることによ

って「役に立てた」という実感を強くもつことができ、さらに自分のよさを他者や集団のために

発揮しようとする意欲が促されると考える。

このように、互いに考えを伝え合い(働きかけ合い)、肯定的に評価し合う(認め合い)集団体験

活動を取り入れていくことは、児童の自己肯定感を育み、人間関係の適応性を高めるために意義

あるものと考える。

２ 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての基本構想

児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての基本的な考え方を基に、児

童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての基本構想図を【図１】のように

作成した。
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自分のよさを他者や集団のために発揮しようとする児童

《 》集 団 体 験 活 動

働

教 科 道 徳認 き

め か

合 け

い 合

い

特 別 活 動総合的な学習の時間 ◎「グループ目標」を共有する

「一人一人の役割」を明確にする◎

「相互評価」を効果的に位置付ける◎

○ 友達関係の不安や悩み（認知、態度、行動）

○ 低い自己肯定感

【図１】児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談に関する基本構想図

３ 児童の人間関係の適応性に関する実態調査及び分析・考察

(1) 調査の概要

児童の人間関係の適応性を高めるために必要な２つの要素 「働きかけ合うこと 「認め合う、 」

こと」について実態調査をし、指導・援助試案作成に必要な資料を得ることを目標として、研究

協力校の高学年児童を対象に実態調査を行った 【表１】は実態調査の概要､【表２】は実態調。

査の観点と項目である。

【表１】実態調査の概要

学 年 男子(人) 女子(人) 合 計 調査期間 調査方法

平成17年
５年生 27 27 54

研究担当者が作成した調査用紙を用
６年生 31 31 62

12月５日 ７日～ いて、担任が実施。
合 計 58 58 116
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【表２】児童の実態調査の観点と項目

調 査 の 観 点 設問番号 調 査 項 目

１ 友達関係を広げる意欲について

３ 友達の話を聞くことについて

２, ７ 友達へ自分の思いや考えを話すことについてア「働きかけ合うこと」について

４，５，６ 友達との考えの違いに関する意識と行動について

８ 友達への援助に関する意識について

13 人の役に立つことに関する意識について

10 友達を承認、受容することについて

９, 11 友達から承認、受容されることについてイ「認め合うこと」について

12 集団活動での成就感について

14，15 自己肯定感について
ウ「働きかけ合うこと 「認め合」

うこと」について（共通項目）

(2) 調査結果と分析・考察

ア 「働きかけ合うこと」について

「働きかけ合うこと」についての結果は 【図２】～【図８】に示したとおりである。友達、

関係を広げる意欲についての質問【図２】では 「思う 「どちらかといえば思う」と答えた、 」

児童の割合は94.8％、友達の話を聞くこと【図３】では 「聞いている 「どちらかといえば、 」

聞いている」と答えた児童の割合が92.2％、友達に自分の考えを話すこと【図４】では 「話、

している 「どちらかといえば話している」と答えた児童の割合が90.6％であった。また、友」

達を援助すること【図５】について 「思う 「どちらかといえば思う」と答えた児童の割合、 」

が94.8％、人の役に立つこと【図６】について 「思う 「どちらかといえば思う」と答えた、 」

児童の割合が91.2％という結果となった。

その一方で、友達と異なる意見や考えを話すかどうか【図７】について 「どちらかといえ、

」「 」 。 、ば話さない 話さない と答えた児童の割合が51.3％と半数を超えている その理由として

「自分の考えに自信がない 「友達にどう思われるか心配 「どう話したらよいか分からない」」 」

などを挙げる児童が多かった また 悩みを友達に相談するか 図８ については ｢する｣｢ど。 、 【 】 、

ちらかといえばする｣と答えた児童が64.3％ 「どちらかといえばしない 「しない」と答えた、 」

割合が35.7％であった。

これらの結果から、児童の多くは友達関係を広げたい、友達の役に立ちたいと感じており、

積極的に話したり聞いたりしていることが分かった。しかし、自分の考えに自信がもてない、

あるいは友達にどう思われるかが気になるために、異なる意見を話したり何でも相談したりで

Ｎ＝115
きる関係にまでは深まっていない児童が多いことが分かった。

【図２】友達関係を広げる意欲

学級の人と、今よりも仲良くなりたいと思いますか

68.7 26.1 4.3
0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10 0 %

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない
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Ｎ＝115

Ｎ＝115

【図３】友達の話を聞くこと

Ｎ＝115

【図４】友達に自分の考えを話すこと

Ｎ＝114
【図５】友達を援助すること

Ｎ＝115

【図６】人の役に立つこと

Ｎ＝115

【図７】友達と違う考えをもったときの行動

【図８】友達に相談すること

学級の人たちに、自分から話しかけていますか

53.9 35.6 9.6
0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 0 0 %

話しかけている どちらかといえば話しかけている どちらかといえば話しかけていない 話しかけていない

学級の人が話をしているとき、相手の話を最後まで聞いていますか。

45.2 47.0 7.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 0 0 %

聞いている どちらかといえば聞いている どちらかといえば聞いていない 聞いていない

　

学級の人のために役に立ちたいと思いますか

54.4 36.8 7.0
1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない

グループや学級全体での学習で、学級の人と違う考えや意見をもっているとき、そのことを話しますか。

13.0 35.7 47.8 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

話す どちらかといえば話す どちらかといえば話さない 話さない

困っていることや悩んでいることがあったら、学級の人に相談しますか

33.9 30.4 22.6 13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

する どちらかといえばする どちらかといえばしない しない

学級の人が何かに困っていたら、助けようと思いますか

55.7 39.1
2.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない
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イ 「認め合うこと」について

「認め合うこと」についての結果は 【図９】～【図11】に示したとおりである。友達を承認す、

ることの質問【図９】では「ある 「どちらかというとある」と答えた児童が89.6％、「どちらか」

というとない 「ない」と答えた児童は10.5％であった。また、友達から承認や賞賛されることに」

ついて【図10】は、69.5％の児童が「ある」｢どちらかといえばある｣と答え、30.5％の児童が「ど

ちらかといえばない 「ない」と答えている。友達から理解されること【図11】については、69.6」

「 」 、 「 」％の児童が 思う ｢どちらかといえば思う｣と答え 30.4％の児童は どちらかといえば思わない

「思わない」と答えた。

以上のことから 「認め合うこと」についてまとめると、全体的に児童は友達を賞賛したり承認、

、 、 。したりしていることや 友達から気持ちを理解され 承認されていると感じていることが分かった

その一方で、約３割の児童は友達から理解されていない、あるいは承認されていないと感じている

ことが分かった。｢認めている｣ことに比べ｢認められている｣と感じている児童が少ないことから、

Ｎ＝115
友達から認められたと実感できる活動を意図的に取り入れる必要があると考える。

Ｎ＝115
【図９】友達を承認すること

Ｎ＝115
【図10】友達から承認されること

【図11】友達から理解されること

ウ 自己肯定感に関する設問について

自己肯定感に関する結果は 【図12 【図13】に示したとおりである。自分のよいところについ、 】、

ての質問【図12】に「ある 「どちらかといえばある」と答えた児童の割合は64％であり 「どち」 、

らかといえばない 「ない」と答えた児童の割合は36％であった。また、自分が好きかどうかにつ」

いての質問【図13】では 「好き 「どちらかといえば好き」と答えた児童の割合は45％で 「どち、 」 、

らかといえば好きではない 「好きではない」と答えた児童の割合は55％であった。」

これらのことから、約４割の児童は自分のよさをとらえることができにくい状態であること、ま

た、半数以上の児童が自分を肯定的に受けとめることができていないことが分かった。特に、自分

にはいいところが｢ある｣、自分が｢好き｣と答えた割合が１割に満たないことから、自己肯定感を育

学級の人を、ほめたり認めたりすることはありますか

62.6 27.0 6.1 4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

　　　学級の人たちから、ほめられたり認められたりすることはありますか

30.4 39.1 24.3 6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

学級の人たちは、あなたの気持ちをわかってくれていると思いますか。

22.6 47.0 22.6 7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない
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む手立てを取り入れることが必要であると考えられる。

Ｎ＝114

Ｎ＝114
【図12】自分のよいところ

【図13】自分が好きかどうか

エ 自己肯定感に関する設問と他の設問との相関について

(ｱ) 設問｢自分にはいいところがあると思うか｣と他の設問の相関について

自己肯定感についての設問である「自分にはいいところがあると思うか」と、４つの設問「友

達と違う考えをもったときの行動 「友達に相談すること 「友達から理解されること 「友達か」 」 」

ら承認されること」についてそれぞれクロス集計を行い、相関関係を見た。

① 「自分にいいところがあると思うか」と「友達と違う考えをもったときの行動」について

【表４】は「自分にいいところがあると思うか」と「友達と違う考えをもったときの行動」に

ついてクロス集計を行い、相関関係を見たものである。

【 】 （ ）表４ 人「 」 「 」自分にいいところがあると思うか と 友達と違う考えをもったときの行動 について

どちらかといえば どちらかといえば違う考え
話 す 話さない

いいところがある 話 す 話さない

10 35 26 １
「思う／どちらかといえ
ば思う」

５ ６ 27 ３
「思わない／どちらか

」といえば思わない

② 「自分にいいところがあると思うか」と「友達に相談すること」について

【表５】は「自分にいいところがあると思うか」と「友達に相談すること」の設問について

クロス集計を行い、相関関係を見たものである。

【 】 （ ）表５ 人「 」 「 」自分にいいところがあると思うか と 友達に相談すること について

どちらかといえば どちらかといえば相談するか
相談する 相談しない

いいところがある 相談する 相談しない

33 21 14 ４
「思う／どちらかといえ
ば思う」

５ 14 11 10
「思わない／どちらか

」といえば思わない

③ 「自分にいいところがあると思うか」と「友達から理解されること」について

【表６】は「自分にいいところがあると思うか」と「友達から理解されること」について、

クロス集計を行い、相関関係を見たものである。

自分にはいいところがあると思いますか

8.8 55.3 30.7 5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない

自分が好きですか

8.8 36.0 45.6 9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

好き どちらかといえば好き どちらかといえば好きではない 好きではない
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【 】「 」 「 」 （ ）表６ 自分にいいところがあると思うか と 友達から理解されること について 人

どちらかといえば どちらかといえば理解されているか
思 う 思わないいいところがある 思 う 思わない

21 39 12 １
「思う／どちらかといえ
ば思う」

４ 15 12 ８
「思わない／どちらかと

」いえば思わない

④ 「自分にいいところがあると思うか」と「友達から承認されること」について

【表７】は「自分にいいところがあると思うか」と「友達から承認されること」について、

クロス集計を行い、相関関係を見たものである。

【 】「 」 「 」 （ ）表７ 自分にいいところがあると思うか と 友達から承認されること について 人

どちらかといえば どちらかといえば承認されているか
あ る な い

いいところがある あ る な い

31 30 ９ ２
「思う／どちらかといえ
ば思う」

４ 14 18 ５
「思わない／どちらかと

」いえば思わない

【表４】～【表７】の結果から、自分にはいいところがないと感じている児童は、いいところが

あると感じている児童よりも、異なる意見を話したり悩みを相談したりするような友達関係を築き

にくい傾向があり、友達から理解されている、認められていると感じにくくなっていると考えられ

る。

(ｲ) 設問｢自分が好きか｣と他の設問の相関について

自己肯定感についての設問である「自分が好きかどうか」と、４つの設問「友達と違う考えを

もったときの行動 「友達に相談すること 「友達から理解されること 「友達から承認されるこ」 」 」

と」についてそれぞれクロス集計を行い、相関関係を見た。

① 「自分が好きかどうか」と「友達と違う考えをもったときの行動」について

【表８】は「自分が好きかどうか」と「友達と違う考えをもったときの行動」についてクロ

ス集計を行い、相関関係を見たものである。

【 】「 」 「 」 （ ）表８ 自分が好きかどうか と 友達と違う考えをもったときの行動 について 人

どちらかといえば どちらかといえば違う考え
話 す 話さない

自分が好きか 話 す 話さない

７ 25 19 ０
「好き／どちらかといえ
ば好き」

８ 16 35 ４
「好きではない／どちらか

」といえば好きではない

② 「自分が好きかどうか」と「友達に相談すること」について

【表９】は「自分が好きかどうか」と「友達に相談すること」についてクロス集計を行い、

相関関係を見たものである。

【 】「 」 「 」 （ ）表９ 自分が好きかどうか と 友達に相談すること について 人

どちらかといえば どちらかといえば相談するか 相談する 相談しない
自分が好きか 相談する 相談しない

22 16 ８ ４
「好き／どちらかといえ
ば好き」

16 18 18 11
「好きではない／どちらか

」といえば好きではない

③ 「自分が好きかどうか」と「友達から理解されること」について

【表 】は「自分が好きかどうか」と「友達から理解されること」について、クロス集計を10
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行い、相関関係を見たものである。

【 】「 」 「 」 （ ）表10 自分が好きかどうか と 友達から理解されること について 人

どちらかといえば どちらかといえば理解されているか 思 う 思わない
自分が好きか 思わない思 う

14 28 ７ ２
「好き／どちらかといえ
ば好き」

12 26 19 ６
「好きではない／どちらか

」といえば好きではない

④ 「自分が好きかどうか」と「友達から承認されること」について

【表 】は「自分が好きかどうか」と「友達から承認されること」について、クロス集計を11

行い、相関関係を見たものである。

【表11 「自分が好きかどうか」と「友達から承認されること」について （人）】

どちらかといえば どちらかといえば承認されているか
な い

自分が好きか な い
あ る

あ る

20 22 ９ １
「好き／どちらかといえ
ば好き」

14 23 18 ６
「好きではない／どちらか

」といえば好きではない

これら【表８】～【表11】の結果から、｢自分が好き、どちらかといえば好き｣と答えている

児童は、話しにくいことでも友達に話してかかわりをもったり、自分が友達から承認されてい

、 。 、 、る 気持ちを理解されていると感じる傾向が高いことが分かる 一方 ｢自分が好きではない

どちらかといえば好きではない｣と答えた児童は、話しにくいことはあまり話せないことや、

自分が友達から承認されていない、気持ちを理解されていないと感じやすい傾向があることが

分かった。

以上のことから、自己肯定感を高めるためには、集団の中で児童が友達と働きかけ合う場を位

置付け、友達から気持ちを承認されたり理解されたりする経験を積み重ねていくことが重要であ

ると考える。

(3) 指導・援助試案作成上の課題

実態調査の結果から、指導・援助試案作成上の課題を次のようにまとめた。

ア 「働きかけ合うこと」について

〈 課題１ 〉

児童が進んで働きかけ合うことができるように、一人一人の役割を明確にして自覚を促し

取り組む場をもたせたり、活動中に考えを伝えたり質問したりする話し合いの場を位置付け

る必要がある。

イ 「認め合うこと」について

〈 課題２ 〉

、 、児童が友達から受容されたと感じ互いに認め合えるように 児童一人一人の活動を見つめ

肯定的な相互評価をしたりアドバイスを送ったりする、ふり返りの場の設定が必要である。

４ 集団体験活動をとおして児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての指

導・援助試案

(1) 指導・援助に当たっての配慮事項



- 11 -

ア 活動の形態

５、６人の小グループを基本とした集団体験活動を行う。児童の実態等を考慮し必要に応じ

て一対一の活動も取り入れていく。

イ 指導・援助の時間

指導・援助の実践場面は、教科や総合的な学習の時間、道徳、特別活動で行うこととする。

ウ 指導・援助試案の編成と実践上の留意点

指導・援助に当たっては、児童の実態を考慮しながら、各教科や領域の年間指導計画に沿っ

て意図的・計画的に実施できるよう配慮する。

(2) 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての指導・援助試案

指導・援助試案作成上の課題をもとに 【表４】のように指導・援助試案を作成した。、

【表４】高学年児童の人間関係の適応性を高めることについての指導・援助試案

○活動内容 ・具体的活動 ◎活動のねらい ・留意点

○グループ目標や役割等について話し合 ◎児童一人一人が進んで友達の話を聴いたり考え

いをする を伝えたりできるようにする

・話すこと、聴くことなど、働きかけ合 ・働きかけ合いの基本となる「聴くこと 「話す」

いの仕方について学ぶ こと」は、表情や態度も大切であることに気付

働 かせる

・グループ目標を決め、共有する ・グループ目標について友達の話を聴いたり、自き

分の考えを友達に伝えられるようにする。か

・一人一人の役割を決める ・一人一人の役割を明確にすることで、役割の大け

切さを自覚できるようにする合

う ○個人の役割について目標や活動計画を ◎大切な役割であることを自覚しながら、進んで

こ 立て、実行する 活動に取り組むようにする

と ・個人目標や活動計画を立てる ・グループ目標意識させながら、個人の目標を設

定したり計画を立てたりできるようにする

・目標や計画に沿って役割を実行する ・活動中に分からないことや困ったことがあると

きには、互いに話し合ったり教え合ったりでき

るようにする。

○活動をふり返り、肯定的な相互評価を ◎友達の思いやよさに気付き、認め合うことによ

行う（中間、終末段階） り、受容され役立ったことを実感できるように

認 する

め ・友達一人一人のよさに気付く ・友達の気づきを共有できるようにする

合 ・友達一人一人に肯定的な評価を行う ・相互評価では、活動の結果だけではなく過程に

う ・必要に応じてアドバイスを送る 目を向けて友達を認めたりアドバイスを送った

こ りできるようにする

と ・自己評価をする ・グループでのふり返りを基に、自分のよさに気

付き、次の活動で具体的に試みたいことに目が

向くようにする
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Ⅵ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本年度の研究では、児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方につい

て、基本構想を立案するとともに、児童の実態を調査、及び分析し、それに基づいて指導・援助

試案を作成した。これまでの研究内容の成果について、以下のようにまとめることとする。

(1) 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての基本構想の立案

文献や先行研究等をもとに、小学校における児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発

的教育相談の必要性を検討し、高学年児童に集団体験活動を取り入れる意義について明らかに

することができた。

(2) 児童の人間関係の適応性に関する実態調査及び分析・検討

基本構想に基づいた実態調査を実施、分析・考察を行い、指導・援助試案作成に当たっての

課題をまとめることができた。

(3) 児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談についての指導・援助試案の作成

基本構想、及び指導・援助試案作成に当たっての課題に基づき、指導・援助試案を作成する

ことができた。

２ 今後の課題

本年度の研究をふまえ、次年度は指導・援助試案に基づいて実践プログラムを作成するととも

に、高学年児童の人間関係の適応性を高める予防的・開発的教育相談の在り方について、実践的

に明らかにしていきたい。
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